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谷副知事、工藤県議会議長はじめご来賓の皆様、本日は、本学の新入生を祝福するために、お

忙しい中ご臨席を賜り、誠にありがとうございます。本学の教育の質と国際的な発信力強化に対す

る皆様の継続的なご支援に心より感謝申し上げます。 

 

会場やオンラインでご参加の保護者、ご家族、またご友人の皆様、この若人たちを国際教養大学

へと導いてこられた皆様にとって、本日は本当に喜ばしい一日であることでしょう。これまでのご尽

力に、私と教職員一同、心より感謝いたします。本日入学した 190 名の学生がグローバルリーダー

への道を切り拓いていくため、今後ともご支援くださいますようお願い申し上げます。 

 

親愛なる新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！皆さんがそれぞれのリーダーシップの役

割を担うにあたり、今の時代の状況に触れつつ、皆さんに期待することについて、私の考えをお話

しさせてください。また、今年度から本学で始まるいくつかの新しい取り組みを通して、皆さん、特に

留学生の皆さんが、仲間とともに日本、そして秋田を深く探求していくための方法についても、ご紹

介したいと思います。まずはリーダーシップについてお話ししましょう。 

 

私は、あるべきリーダーシップの資質は、不確実な時代において最も見えてくるものだと信じていま

す。今日の社会はまさにそうです。ウクライナやガザからは、リーダーシップの地位にある人々の誤

った決断によって引き起こされた、悲惨な事態が日々、伝えられています。気候変動や生物多様

性の喪失といった、地球規模の環境変化についても同様のことがいえます。人命や財産に大きな

損失をもたらす悲劇的な状況が明らかになりつつあります。これらの失態は、賢明なリーダーシップ

によって回避できたかもしれません。今日「賢明さ」と呼ばれるものは、短期的な功利主義と、賢明

な長期的視野との間で揺れ動いています。また、今日の急速な技術変革は、人間の本質そのもの

が脅かされる時代をもたらすでしょう。人間の集合知を圧倒するかもしれない機械と、人間はいか

に共存していくのでしょうか。このような不安が日常となったとき、将来のグローバルリーダーである

皆さんは、どのように対応すべきでしょうか。そのような時代を控え、国際教養大学での学びが、皆

さんにどう役立つでしょうか？ 

 

本学のリベラルアーツ教育は、皆さんに強固な知的基盤を与えます。その出発点として重点を置く
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のは、異文化理解と国境を越えたコミュニケーションです。公正で誰もが共生できる社会を築くとい

う倫理観が、我々のリベラルアーツ教育の中心です。長年の人類の知恵から学び、未来の課題に

対応する、健全な判断へと結びつけるのです。これが学びの第２のステップです。次が学際的な学

びです。本学には、３つの専門分野があります。地政学や持続可能な環境に焦点を当てるグロー

バル・スタディズ領域。進歩する科学技術と人間性の相互作用を探求するグローバル・コネクティビ

ティ領域。そして、健全なビジネスと金融の基礎を基盤に、創造的な思考で未来の企業を実現する

グローバル・ビジネス領域。多くの科目は３領域のいずれかに属しますが、領域を超えて履修が可

能です。これにより学生は教員の指導のもと、自身の学問的関心に従って履修科目をカスタマイズ

することができます。 

 

国際教養大学の教育には、もう一つのユニークな側面があります。古典的なリベラルアーツ教育が

導く深い思考を重視しつつも、皆さんには教室で学んだことを人々の生活の向上、そして地球環

境の持続可能性に貢献するため、応用してほしいと考えています。私たちはこの教育方針を AILA

（アイラ、Applied International Liberal Arts）と呼んでいます。創造的な事業を育み、テクノロジーを

活用しつつも、文化遺産を尊重すること。皆さんの世代が持つエネルギーと見通しをもって、AILA

の掲げる理想を実現できるのです。その際、皆さんの行動の根底に、優れたリベラルアーツ教育が

持つ、永遠の価値が息づいていることが大切です。国際教養大学の行動指針 (Core Value)である

「ダイバーシティと共に歩む」「互いに高め合う」「共に価値を創造する」は、この精神を反映してい

ます。 

 

秋田県は、多くの課題に直面しています。本学は 2022 年から 2027 年の間、8 つの課題に取り組

むこととしています。嬉しいことに中間点の 2025 年において、そのうち 5 つが進行しています。さら

に幸運にも、これらの取り組みを推進するため、2 つの大きな国の補助金事業、「共創の場形成支

援プログラム」（COI-NEXT、2024 年〜2033 年）」と「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」

（J-PEAKS、2025 年〜2029 年）」に採択されました。これにより、本学は地域課題に取り組み、新し

い価値を生み出し、秋田の豊かな自然環境に貢献し、東北地方の優れた文化遺産を活かすことが

できるようになります。本学における J-PEAKS プログラムは、「SX 研究ユニット」、「SX 研究拠点」、

そして「SX マイスター・イニシアティブ」という 3 つの要素をつなげ、大学を変革することを目指して

います。 

 

今年度、健康、モビリティ、森林、DX・データサイエンスをカバーする 4 つの「SX 研究ユニット」が設

立されました。2027 年には、5 つ目の「気候リスクに関する SX 研究ユニット」が立ち上がる予定で

す。まずは秋田における喫緊の問題に取り組みますが、それは今日ここにいる 162 名の留学生の

出身国を含む、世界の多くの地域が直面している大きな課題でもあります。私たちは秋田で学んだ

ことを、国内外の様々な地域と共有したいと考えています。本学の学部生の留学先にも同じ課題が

ありますから、皆さんはこれらの取り組みに大いに参画してください。 
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私たちは現在、J-PEAKS プログラムの一環として、秋田県五城目町に「SX 研究拠点」を設置する

方法を検討中です。皆さんは地域住民と交流し、前述の 5 つの分野の課題に取り組むチャンスが

あります。AILA の精神を応用することで、地域社会に新たな価値を付加するための洞察を得ること

ができるでしょう。五城目での実験が、秋田県の他の地域、日本、そして海外でも展開できることを

願っています。ここでも教員の指導のもと、皆さんの積極的な参加が成功の鍵となります。 

 

J-PEAKS プログラムの 3 つ目の要素は、「SX マイスター・イニシアティブ」です。SX 研究ユニットで

はその内容を形成するため、応用可能なスキルが求められますが、未来を見据えた人材育成にも

着目しています。皆さんが変革をもたらす知識と洞察を得るよう、私たちは「宇宙ビジネス」「量子科

学」「人間とAIの融合」の 3つの分野を選択しました。各分野で活躍されている方々が、これらの分

野の科目を開講するために支援を申し出てくれています。これらの方々は、皆さんが次世代リーダ

ーとして、未来を形作るために手助けをしてくれるでしょう。設立から 20 年を超えた本学は、将来の

課題に対応するために変革を遂げつつあります。これらの新しい取り組みをぜひ活用してください。 

 

国際教養大学は小さな大学ですが、活動範囲はその規模をはるかに超えています。世界 52 か国

に 208の提携大学があり、その支援により、1年間の留学を必須とする教育プログラムが発展してき

ました。提携大学から本学に来てくれた留学生の皆さん、私は皆さんが帰国する際に、日本と秋田

が心に刻まれていることを願っています。寮のあるキャンパスとその和やかな環境。年中無休で 24

時間利用できる素晴らしい図書館。そして国境を越えた仲間意識は、共に生活し学ぶことを通じて、

生涯続く友情を育みます。また本学の卒業生は、秋田をはじめ国内各地、また海外にいますが、

50 以上ある学生クラブやサークルの活動を支援するため、頻繁にキャンパスに戻ってきてくれます。

秋田の温かく親切な地域社会と共に、卒業生たちは国際教養大学での学びを、グローバルとロー

カル、そして若さと経験値が統合された、真に豊かなものにしてくれます。 

 

本日の入学ののち、皆さんがリーダーシップの旅に乗り出し、この環境で成長することを確信して

います。国際教養大学のことを考えるとき、私はしばしばダライ・ラマの賢明な言葉を思い出します。 

 

愛する人には 

飛ぶための翼を、 

戻れる場所を、 

そして、とどまるための理由を与えなさい。 

 

国際教養大学での学びが皆さんを高く羽ばたかせ、キャンパス生活の後、皆さんが秋田に戻りた

いと思うことを願っています。多くの卒業生がそうであるように。海外からの学生にとっても、各地か

ら来た国内の学生にとっても、この大学が「第二の故郷」と呼べる場所になるよう、教職員一同と共
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に尽力することを誓います。今日は皆さんの達成した輝かしい成果を胸に、心ゆくまで楽しんでく

ださい。 

 

改めて、ご入学おめでとうございます！ 

ご静聴ありがとうございました。 

 

 

2025 年 9 月 1 日 
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Commencement Address 

 

Akita International University 

President 

Monte Cassim 

 

 

Vice Governor Tani, Speaker of the Akita Prefectural Assembly, Mr. Kudo, and all other 

distinguished guests,  

Thank you for taking time off your busy schedule to honor AIU’s fall entrants with your presence. 

We are most grateful for your continued support in strengthening the quality and international 

outreach of education at AIU. 

 

Parents, families and friends, both onsite and online, it must indeed be a happy day for you, who 

have guided these young scholars to AIU today. My colleagues and I thank you for your kind efforts 

thus far. Please continue to help us in charting their path towards global leadership for the 190 

scholars who have matriculated today. 

 

Dear scholars, congratulations! Permit me to share some thoughts with you against the backdrop 

of our times and the expectations we have of you as you grow into your respective leadership roles. 

I will also try to show some ways in which all of you, and in particular our international exchange 

students, can deep-dive into Japan and Akita together with their peers through some new initiatives 

that are emerging at AIU this year. However, let me start with leadership. 

 

I believe that the qualities of leadership are best defined in times of uncertainty. Certainly, the 

world today is in such a state. Ukraine and Gaza bring us news on a daily basis of great misery 

brought about by misguided decisions of persons in positions of leadership. The same can be said 

of global environmental transformations, such as climate change and biodiversity loss, where 

traumatic consequences are becoming apparent with increasing losses to life and property. These 

setbacks might have been avoided by wise global leadership. Today, that wisdom hangs in balance 

between pragmatic short-term utilitarianism and wise long-term commitments. Also, the 

exponential technological transformations of today will usher in an era where the essence of 

humanity might well be threatened. How will humans coexist with machines whose collective 

intelligence might well dominate that of a worldwide collective of humans? As global leaders of the 
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future, when such challenges become the norm, how should you respond? How can scholarship at 

AIU prepare you for these times? 

 

The core of AIU’s liberal arts education gives our students a strong foundation. Our emphasis on 

cross-cultural understanding and communication beyond borders is a starting point. The ethical 

constructs of working towards a just and convivial society is at the heart of our liberal arts education, 

drawing from human wisdom over the years past and projecting this towards sound judgments to 

meet the challenges of the future. This is the second layer of scholarship at AIU. Trans-

disciplinarity is the next layer. We offer you three specialization areas, namely: Global Studies, 

where geopolitical and environmental sustainability are a focus; Global Connectivity, which looks 

at how advances in science and technology will interact with humanity; and Global Business, with 

sound business and finance fundamentals from which creative minds can shape the enterprises of 

the future. Many courses across these three concentrations are cross-listed. This enables you to 

personalize the courses you take to pursue your scholarly interests under the guidance of your 

faculty advisors. 

 

AIU’s pedagogy has another unique aspect. Whilst valuing the profound thought that a classic 

liberal arts education directs one towards, AIU would also like you to apply what you have learnt 

in the classroom to contribute to lives and livelihoods in society, as well as to sustainability of the 

earth’s environment. We call this AILA, which stands for Applied International Liberal Arts. 

Fostering creative enterprise, technology mobilization, and valuing heritage: these are areas where 

you can contribute to realize the ideals of AILA with the energy and outlook of your generation. In 

doing so, it is important that your actions are taken in the spirit of the timeless values of a good 

liberal arts education. AIU’s Core Values, “Embracing Diversity, Advancing Mutual Growth, and 

Creating Value Together”, reflect this spirit. 

 

Akita is seen as a prefecture facing many challenging issues. AIU has committed to addressing 8 of 

these between 2022 and 2027. Midway in 2025, we are happy that 5 of these are under way. We 

have been fortunate to receive two large national grants, the Center for Innovation Next (COI 

NEXT, 2024~2033) and the J-PEAKS Research Grant for Sustainable Societal Transformation (SX), 

(2025~2029), to pursue this. They will enable AIU to address challenges and add new values to 

communities in the prefecture, contribute to Akita’s verdant natural environment, and draw from 

the impressive cultural heritage in the Northeast of Japan. The J-PEAKS program at AIU hopes to 

transform the university through three integrated elements, the SX Research Units, SX Research 

Bases, and the SX Meisters initiative. 
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Four SX Research Units have been set up this year to cover Health, Mobility, Forests, and 

DX/Data Science. A fifth SX Research Unit on Climate Risk is to be established in 2027. Their 

activities will start by addressing issues of urgency in Akita, but these are also grand challenges 

that many communities across the world face today, including those in the home countries of our 

162 overseas exchange students who have joined us today. We would like to share what we learn 

from Akita with other communities in Japan and overseas. This last includes the destinations of our 

undergraduate study abroad locations. Please engage actively in these initiatives. 

 

We are currently discussing how to set up an SX Research Base outside AIU in Gojome Town in 

Akita Prefecture under the J-PEAKS program. Here, you will have the opportunity to engage with 

the local citizens to address the issues they face in the five areas mentioned. You will gain insights 

into adding new value to communities by applying the spirit of AILA. We hope the Gojome 

experiment can be replicated in other areas of Akita, in Japan, as well as overseas. Once again, 

guided by your mentors, your active participation is the key to success. 

 

The third element of the J-PEAKS program is the SX Meisters initiative. In addition to the 

transferrable skills required for creating program content in the SX Research Units, this element 

also looks at human development with an eye towards the future. Space Business, Quantum Science, 

and the Human-AI Nexus are three areas we have identified to give you insights into transformative 

knowledge. Industry leaders have offered support to create courses in these areas. They will guide 

you in shaping the future as next generation leaders. Indeed, now in its third decade, AIU is 

transforming to meet the challenges of the coming years. Please take advantage of these new 

initiatives. 

 

AIU is a small academic community but its outreach goes far beyond its size. It has 208 partner 

universities across 52 countries worldwide whose support has enabled our mandatory one-year 

study abroad program to flourish. I hope that the students who come to AIU from these partner 

institutions, like many of you here today, will have Japan and Akita etched in your hearts when you 

return home. Our residential campus and its convivial environment, AIU’s stunning library open 

all year long for 24 hours each day, and the collegiality that transcends borders are conducive to 

building lasting friendships through living and learning together. You can also draw strength from 

AIU’s alumni in Akita, elsewhere in Japan, and overseas, who frequently return to the campus to 

support activities of the over 50 student clubs and circles. They, together with Akita’s warm 

supportive community, make learning at AIU a truly rich integrative experience of the global and 

the local, and of youth and experience.  
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I am confident that you will flourish in this environment as you embark on your leadership journey, 

starting with today’s matriculation. When I think of AIU, I am often reminded of the Dalai Lama’s 

wise words: 

 

Give the ones you love 

Wings to fly, 

Places to return, and  

Reasons to stay. 

 

I hope that scholarship at AIU will enable you to fly high and that life here on campus will make 

you want to come back to Akita, as indeed many alumni do. Together with my colleagues, we pledge 

to make the university a home away from home for our students from abroad, as well as for our 

Japanese students, who come from every prefecture in the country. But, for today, bask in the 

glory of your achievement and enjoy the day to the fullest! 

 

Once again, congratulations! 

Thank you for your time. 

 

 

September 1st, 2025 


